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渡邊利道
二段ベッドの階段に座った天使が、メランコリックなため息をつく。私はそんな彼を見ていることに気づかれないようにそっと観察しながらコーヒーを炒れ、ボコボコという音を聞いている。外は雨が降っているようで、翼が濡れるから出掛けたくないのかなと思う。
湖を前にキャンパスを架けて画家が一人佇んでいる。握った絵筆の先は画布に触れるか触れないかでピタッと止まり、視線は湖面に向けられてゆっくり水平に動く。不意に風が騒いで水鳥が飛び立ち、絵筆を下ろし画家は静かにため息をつく。伏せた眼に映るのはこの世ではないのではないか。
石造りの階段を転げ落ち、血まみれになって立ち上がってみればすでに事件は終わっていて、群衆に呑み込まれ宮殿には私の居場所は残っていなかった。むしろ私を振り返るものがいないのは幸いといってよく、埃を払い、こうべを垂れて、足を引きずりながら、それが巡礼に始まりとなった。
長い眠りから覚めてみると、私は一匹の犬になって、赤い荒野をとぼとぼ歩いていた。空には雲ひとつなく、しかしまるで錆のような赤茶けた色合いで、太陽の姿はなく、しかしどこまでも明るかった。風はなく、地面は罅割れて、時折足が取られる。どこに向かっているのかはきっと身体の方が知っている。
蛞蝓が、樹皮を這いずって登っていく。もうすぐ雨になるだろう。それまでに彼は落ち着ける場所へたどり着くことができるのだろうか。鳥は飛んでこないだろうか。残酷な人間の手は伸びないだろうか。てらてらと光り、のびちぢみするそのからだは、なんとも言えぬ薄気味悪い美しさだ。
魚屋で人魚を売っている。最前から水槽の中で私をじっと見つめているのだが、ダメだよ私は君を買えないよ、どうやって調理するっていうのだ、と念じても人魚は微笑みを絶やさず可笑しそうに私を見つめ、銀鱗を閃かしてすがりつくようにする。手もみしながら魚屋の親父が近づいてくる。
暗闇から君がずっと私の様子をうかがっている。息を殺し、じっと見つめる気配を感じて、どうにも動作がぎこちなくなってしまうが、たぶん君はお腹が空いているはずだから、今日はもう少し早めの夕食にしようと思い、君を、というよりも君の視線を置き去りにして台所へ向かう。
夜の底で、泡または炎が与えられたとせよ。透明な空気がはりつめ、風はなく、月も、星もなく、蟠った夜の底の方から浮かんでくるものがある。古の記憶か、未来の予見かは知らず、目を凝らして、すべてを感じとろうとするが、それは私の器を大きく越えているのだ。溢れ出す。
眠りの淵からぼんやりと草原が浮かんでくる。緑の波が風に洗われてゆっくり動いている。向こうの方から誰かが声をかけてきて、それに応えたいのだがいつものように身動きが取れず、ただ眼だけの存在になった僕は一心に声の主人を探して草原を見つめ続ける。空はすっかり夏だ。
長い不眠の夜が終わった後の、空気が薄く透明にはりつめていく時間に家を出て、白い息を手のひらにあてながら人気のないアスファルトを悴んだ足でふみしめて歩き川辺まで来て、群生するセイタカワダチソウを見下ろし、ゆっくり流れる川面と、コインのような月を見る。
眠っているときだけに聴こえる音楽があるらしい。というか、そんな気がしている。目覚めて、夢の名残をかすかに漂わせた君のそばに顔を寄せると、どこかから静かにしかし確かに、きっと君の眠りの余韻から、音楽の切れ端が聞こえたような気がしたのだ。もう一度眠れ。
巨大なプールに閉じ込められている。モップとバケツが一組置いてあるので、掃除せよということなのだと思う。水を流し、モップでゴシゴシ拭く。ひろいひろいプールの底面を端っこから一心に拭く。いつの間にかすっかり夜で、だんだん寒くなってきたが、誰も迎えには来ない。
砂漠にビルが一本だけ立っていて、そこには無数の子どもが住んでいる。大人はいない。朝も昼もなく、眠りたいときに眠り起きたいときに起きているので、ビルはいつも騒がしい。食料は地下に百年分も蓄積されていて、子ども達は成長するとビルを出て砂漠を渡っていくので何の問題もない。
空のすごく高いところ、肉眼で確認できるギリギリのあたりをTシャツが飛んでいる。ひらひらと風に閃きながら東から西へ、と思うや逆方向にひるがえり、どうやら螺旋を描きながら上昇しているらしい。だとすればもうすぐ見えなくなってしまうのだろうか。
何匹も何匹も、空を鯨が飛んでいく。黒い皮膚が太陽に煌めいて空から恩寵のように零れ落ちてくる。もう人間はほとんどいない街を、自転車に乗って私は走っている。誰にも会わない。自分がどこからきたのかもわからない。なんども機械の声が説明してくれるのだが。
市長の家に潜入してからすでに二ヶ月が経っていた。幸い台所がいつも無人だったので食料は豊富に手に入り、むしろこの活動に従事する前の方が痩せていたように思われるほどだったが、一向に任務が果たせていないのは問題だった。何しろいまだに市長個人の部屋が見つからないのだ。
夜になって、街に出没する魚を捕りに男たちが出発する。それぞれ収穫を思って船に乗り石畳を渡って曳航し、ビルの壁や街頭の陰にかすめる魚の陰に銛を打ち込み、仕留めたと騒いでは殺到して何もないのを確認するその繰り返しだ。未だ嘗て魚は一度も捕獲されたことがない。
店先に猿がいて、入店する客の値踏みをしている。猿が気に入らないと店に入れないどころか、とても怖い仕打ちを受けるので、誰もが猿のご機嫌とりに今日も忙しい。空がぐんぐん暗くなっていき、顔が翳ってよく見えない。声がどこからか聞こえるが、誰の声かはわからない。
隣人の顔を見たことがない。物音は始終しているので、誰かが居住しているのは間違いない。アパートの他の住人も私の隣の部屋については誰も語りたがらない。大家さんも不自然なまでに話を逸らす。ごく稀に隣室から音楽が聞こえてくる。とても綺麗な、澄んだ弦の音色。
大雨が降った翌日の学校からの帰り道、側溝で何かが閃き、なんだろうと思って覗き込むと大量のうなぎが溢れるほどになって蠢めいている。気持ち悪いのに目が離せず、凝視しているとだんだんうなぎたちが身体を伸ばし側溝からひょんひょん飛び上がってくる。街が暗くなってまた雨が降り出した。
ぜんための夏が近づいて参りました~夏のご予定の確認
古川モトイ
「岐阜の夏、ぜんための夏」というフレーズは上手く定着していくのでしょうか。前号はお休みをいただいてしまいました古川モトイです。実は体調不良でお休みさせていただいたのですが、その関係で取材が出来ておりません。なので非常にドライに今年の夏の予定を確認をサブカル的な側面から試みてみます。
ぜんためは8月3~4の土日
今年のぜんためも世界コスプレサミット(以下:コスサミ)と丸かぶりしております。場所は名古屋の大須商店街。
また今年のぜんためも世界の対戦ゲームの祭典Evolution Championship Series(以下:EVO)とかぶっております。
これはもはやぜんための宿命なのでしょうか。ここまできたらEVOの模様を街頭で見れるようにしてもいいのかもしれません。またコスプレイヤーが東海地方に集まる週末となるわけですが、コスプレでの電車移動はほとんどのイベントで禁止されているため、一度コスプレしてしまったコスプレイヤーはおいそれと大須~岐阜間を移動することが出来なくなります。
打開策はないんかいと。
とりあえず知人のコスプレイヤーには「どっちか一日はぜんためにも遊びに行ってみようよ」と声をかけるつもりですが、勝率が低そうです。その場合、土~日のどちらの日程がコスプレイヤーにとって有利かと考えてみると……
コスプレイヤーは荷物が多い!
長良川の花火大会とかぶる土曜日は荷物が多いコスプレイヤーさんにとっては鬼門かもしれません。例えば、コスプレイヤーさんたちが花火の混雑を避けて移動できたり、長時間無料で大荷物を置ける安全な場所があったりすれば話は別かもしれません。ただし、ぜんためというイベントがどれぐらいの来場者で飽和してしまうのかと言った問題もありますので、むやみやたらと人が来れば良い訳でもないのかも。
ただし、コスプレイヤーだけがぜんための主役ではない
見所はほかにもたくさんあるので、その辺の住み分けは当日見てみないと分からないなと言うのがアテクシの現在の結論でございます。
ということで古川モトイからの超個人的なお願い
この記事を読んでくださっている奇特な貴方は、2daysのうち、どっちかかたっぽだけでもいいから、ぜんため覗いてみましょう!
岐阜eスポーツ協会さんはきっとぜんため特集と関係あると思った
古川モトイ
皆さま空梅雨の蒸し暑さに悶絶しておられませんでしょうか?私はすっかり悶絶しております!古川モトイです!今回は岐阜eスポーツ協会代表の坂英明さま(以下、坂代表)にメールインタビューしてみました!超多忙な中を割いて北極大陸のために頂いた大切なテキストですので、私は声に出して読みました(報告)。
~インタビュー~
Q1:恐らく岐阜eスポーツ協会が今後の岐阜県のeスポーツを牽引していく組織になると思われますが、坂英明代表さま(以下、坂代表と表記させていただきます)ご自身が「eスポーツ」を意識されたきっかけや時期を教えてください。
坂代表:
10年前、RTS(リアルタイムストテラジー)をやっているときに負けることがなくなり、もっと強い相手いないのかと思い、大会が世界中で行われていることを知りました。そういえば90年代後半の日本でも大会は普通におもちゃ屋さん、商店街、スーパーでも格闘技の大会が行われており、東京では2000人規模でも普通に人が集まっていました。
Q2:坂代表も現在岐阜県でお仕事をされておられます。上でも多少触れていただいたと思いますが、坂代表の岐阜県への印象をお聞かせください。
坂代表:
18歳から30歳までは岐阜にいませんでした。岐阜の印象はとにかく集落の集合体 地元意識が沖縄など他地区よりも強力というよりも強烈という印象があり、私の故郷である安八町も特にムラ意識が強い地区です。僕自身は非常に無駄なじがらみ(うちではこうだった、昔からこうだったから)が大嫌いです。が、会社や協会を通じて西濃、東濃、飛騨と関りがどんどん深くなるにつれ青年経済人や、それを後押しする親会の皆様も素晴らしく広い視野を持っており、岐阜人の凄さに気づいたのはほんとうに最近です。
Q4:坂代表はFIFA19(サッカーゲーム)で好成績を収めたいわゆる「家庭用」のゲームプレイヤーの印象を受けました。坂代表のゲーム遍歴を軽くでもよいので聞かせていただくことは出来ますでしょうか?
坂代表:
私の入りは全てパソコンです。FIFAシリーズもコンシュマー機が有名ですがPCからはいりました。父親に初めてファミコンを買ってもらい、3歳から14歳まではゲーム漬けでした。そこからゲームから離れ、22歳でオンラインゲーム リネージュ2にはまり、人生が狂いました(笑)いわゆる完全な中毒です。が、あそこでボケていなかったら起業も協会の設立もなかったわけなので、人生はわかりませんね。
Q5:ズバリ、今、岐阜eスポーツ協会が岐阜県で一番ホットで、県民に注目して欲しいと思うeスポーツタイトルは何でしょうか?
坂代表:
やはりパソコンを使用するゲームですね。リーグオブレジェンドなど、チームで競技する種目にスポーツとしての醍醐味がある事を伝えていければと思います。
Q6:eスポーツはプレイヤーとして参加することも、観客として参加することも可能です。そこで、観客としてeスポーツを楽しみたいと思っている方に何かアドバイスはございますか?
坂代表:
初めてプロ野球を見に行ったり、Jリーグを見に行ったり、プロとしてのエンターテインメントが会場や競技にはあります。
そこで、まずはプロのプレイヤーのプレイをみて
どうして歓声が起こったのか
どれくらい凄いプレイだったのか
をぜひ調べて知ってほしいですね。
Q7:逆にeスポーツプレイヤーになりたい方になにかアドバイスはございますか?
坂代表:
知識を増やし続ける事ですね。上手なのは当たり前。
自身のスペック
相手のスペック
ルールのスペック
すべてを引き出すスキル
すべてこれは知識の上に成り立っています。どんどん調べて追及して、試して、強くなって頂きたいです。そして大会に参加して結果を出して頂きたいです。
Q8:岐阜eスポーツ協会は坂代表がやはり代表をしておられる株式会社ドラグーンの100%出資ということで、その株式会社ドラグーンは自作パソコンの販売を業務とされておられます。私自身、eスポーツの隆盛がパソコン販売の世界に与えた影響はかなり強いと考えておりますが、坂代表から見た「eスポーツがパソコン業界にもたらした変化」などお聞かせいただけますでしょうか?
坂代表:
プロプレイヤーがいい道具やマシンを求める様に、グラフィックカードはパソコンパーツの中でも一番知名度を上げたものだと思います。ゲーミングパーツに参戦する企業が増え、取り扱う大手量販店も増えました。消費者の知識が玄人に近づき、なんとなくお勧めされたパソコンを買うことはなくなりました。物より先に知識が先行し、吟味する環境になりつつあります。ブランド力で売れる時代ではなく、バットやグローブの様に物を見て買う様に、eスポーツというジャンルが押し上げたと思います。
Q9:eスポーツ業界の今後の発展への展望がございましたらお聞かせください。
坂代表:
まずはeスポーツに人が集まる事を岐阜でどんどん証明していき、そこにマッチングする企業様に宣伝効果がある事を知ってもらう必要があります。自社業にとってのeスポーツへの投資が認知に繋がり還ってくる事の証明が普及に向けて重要な事だと思っております。
Q10:最後に北極大陸の読者に向けて何かございましたら是非お願いします
坂代表:
eスポーツを通じて我々が取り戻したい。といいますか、昔、公園に集まってボールで遊んだりヨーヨーをしたり、それは遊ぶのが楽しいのではなく、ツレと集まって世間話や悩みごとの相談をしたり 先生の愚痴をいったり、すごく小さなコミュニティーがたくさん日本にはありました。全てがオンラインになったこの世の中で、eスポーツを通じてみんなで集まる。共有すること、人のつながりを岐阜の地で広めていけたらと思います。
たくさんのイベントが岐阜で行われます。我々をちらっと見ることがありましたら、おーー やっとんな とこの記事と、北極大陸を思い出して頂けたらと思います。
ありがとうございました。
株式会社ドラグーン 代表取締役社長
一般社団法人岐阜県eスポーツ協会 代表理事
ASUS ROGアンバサダー
坂 英明 ばん ひであき
〒500-8439 岐阜市村里町52-1 ハーベストA203
TEL:08042174073 MAIL:info@two-dragoon.com
~ここから古川のテキスト~
最後に詳しいご連絡先まで書き添えていただきまして、文面からも紳士感がバンバン滲み出しておられます。「リネージュ2にハマリ~」に関しては私自身もそこそこハマったので良く分かります(笑)。それまでもMMOは数多くありましたが、何がそうさせたのかリネージュ2は特別なゲームでした。現在はスマホ版も出ておりますのでこの記事をお読みの方でお気になる方はサラッと遊んで見てはどうでしょうか。また、印象的だったのは「バットやグローブの様に物を見て買う~」に関しては本当にここ数年、家電量販店のマウス売り場のラインナップが増えました。特にマウスは今や見るだけではなくて実際にサンプル品を触って買うのが常識になっています。Q10へのご回答では、IT時代に移り変わり行く社会の中で、過去に「小さなコミュニティー」が果たしていた役割を、eスポーツが担おうとするという意識が示されています。ITの発達とコミュニティーは相互に影響を与え合いながら何か大きな流れを乗り越えようとしていると言う印象は多くの方と共有できるであろうと思っております。ただ、渡りはじめてみたら思いのほか向こう岸が見えないな……というのが私個人の感覚で坂代表はもしかすると向こう岸が見えている方なのかな?と素直にそう感じました。ありがとうございました!
リビングデッド・シスター
弾射音
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まだ息があるかもしれない。飯田氏があわてて救急車を呼び、それから二人で苦労して奥田教授の奥さんを下におろした。
床にそっと横たえる。飯田氏が言った。
「心肺停止状態だ。助からないかもしれない。くそ。AEDがあれば」
すぐに、救急車のサイレンの音が聞こえてくる。飯田氏が蘇生措置をしている間、僕は外へ出て救急車を誘導し、救急隊員たちを奥田教授の家の中へ案内した。
「あなた方が発見したのですか」
救急隊員の一人が訊く。僕たちは頷いた。
「私は医者です」
飯田氏が言った。
「蘇生措置をしました。だが、心肺停止状態のままです」
救急隊員たちが奥さんの体を担架に乗せ、運び出す。飯田氏と僕は奥さんの体と一緒に救急車に乗った。
救急隊員の一人が病院に問い合わせを始めようとしたが、飯田氏がそれを遮った。
「私が勤務している病院へ行ってください。責任は私が持ちます」
飯田氏が病院名を告げ、救急車は発車した。飯田氏は心配そうな顔でじっと奥田教授の奥さんの顔を見下ろしていた。僕は軽いショック状態で、奥田教授の奥さんのことが気になったが、それ以上に冴子のことが気がかりだった。父と母だけで大丈夫だろうか。また逃げ出したりしてはいないだろうな。
「檻のことはまたあとで考えましょう」
飯田氏が言った。僕は「はい」と小さく呟くことしかできなかった。
救急車が病院に到着すると、飯田氏は中へ駆け込んでいって、すぐに白衣をまとって戻ってきた。救急隊員たちがストレッチャーを押してERに奥さんを運ぶ。僕は待合室に置いてけぼりにされた。
僕はいったん外に出て、スマホで家に電話した。
母が出た。
「遅いわね。今どこなの」
「病院。飯田先生の病院にいる」
「どうして」
母は驚いたようだった。
「奥田教授の奥さんが首をつって自殺しようとした」
「先生の奥さんが」
母の息をのむ音が聞こえてくる。
「で、助かったの?」
「まだわからない。ねえ、冴子は大丈夫? また逃げ出したりしてない?」
「大丈夫。パパが見張ってる。それより、いつ帰ってこられるの。もう十二時過ぎよ」
「わかってる。でもまだ駄目だ。家に帰れない」
「早く檻を持って帰ってきてよ」
「今夜は無理だってば。じゃ、切るね」
「あ、ちょっと待って」
母があわてて声を上げるが、僕はそれを無視して電話を切り、病院の中に戻った。
そのまま三十分ほど待たされた。ようやく飯田氏が出てくる。悲痛な面もちだった。
「どうだったんですか」
僕が訊くと、飯田氏は首を横に振った。
「残念ですが、蘇生できませんでした」
次の日は、さすがに会社を休まないわけにはいかなかった。どうせもうすぐ辞めるんだ。僕はほとんどやけくそになっていた。
朝早くから、僕たちは奥田教授の家族に連絡を取った。独立して一人暮らしをしている息子がいた。その人に来てもらうことになった。
「どうして動物の檻なんか」
奥田教授の研究室を見て、その息子は驚きの声を上げた。
「民俗学と宗教学に、動物の檻が何の関係があるんでしょうか」
息子は飯田氏に訊くが、飯田氏はさあと言ったきり、口をつぐんでしまった。実は、飯田氏は事後処理をどうするかまだ決めかねていた。奥田教授は表向きにはまだ行方不明になっているが、飯田氏はそれを肯定も否定もしなかった。三件の失踪事件の真相も、まだ警察に話していない。すぐにでも警察に通報せねばと言っていたが、まだ迷いがあるのだろう。ゾンビが存在する可能性を否定しきれないでいるのだ。僕としては、その方がありがたかった。世間にはまことに申し訳ないが、妹がゾンビであることをまだ公表したくない。
「檻をいただいてもよろしいでしょうか」
飯田氏は奥田の息子に言った。
「何に使うんですか」
「お父さんの研究を引き継ぎたいと思っています。檻はそれに必要なのです」
「わかりました。どうぞ持っていってください」
ほっとした。正直なところ、動物の檻など、どこで手に入れられるのか見当もつかない。たとえどこで売っているかがわかったとしても、きっと目が飛び出るような金額だろう。
午後に檻を僕の家まで運ぶことになった。飯田氏の車で、二人がかりで運ぶことにする。家に電話したが、父はさんざん文句を言っていた。冴子から目が離せないので、会社を休まざるを得なかったのだ。会社よりも仕事のあとのビールが惜しいと思っているんじゃないかと言いそうになったがやめにした。
折り畳んだ大きな檻を苦労して二階に運び上げ、飯田氏と父と僕の三人がかりで組み立てる。冴子はその様子を眺めていたが、自分がこれからその中に閉じ込められることを理解しているようではなかった。ただ、唸り声を上げながら僕たちを威嚇し、ベッドの上で身じろぎする。
やっと組立が終わる。僕と父で冴子を檻の中に運び、飯田氏が鍵をかける。冴子は両手両足を縛られたままだ。その姿のまま檻に入れられたことになる。二重の幽閉。ロープをほどいてやりたかったが、危なくて手を出すことができない。きっといつか、自分の力でふりほどくだろう。
【続く】
OCTA ORCA DM M56
murbo
■OCTA ORCA DM M56オクタオルカ ディーエム エムゴーシックス
実剣を持った、デモンストレーション専用型。これまでのDMシリーズはプロモーション用に見せかけた事実上の新型武装の開発だったが、このDM M56は機澤重工モデル以来の純粋にOCTA ORCA及び機澤重工自体の宣伝のために用意された機体。名称は携行する日本等の名前と同じものがつけられている。これは名称が決定する前に先行して日本刀が完成し、暫定的に刀の名前で呼ばれていたものが定着した。
かつて500年以上前にこの地を治めた武将をイメージしたカラーリングと、鎧に似せた肩のデザインに、武器としては実用的ではない日本刀"M56"を携行している。これの刀身はかつての名刀を再現。あくまでも工芸品としての体裁であった。とはいえ、関節などの素材の高級化や武装を省力により、制御システムがシンプルになったことで、コンピュータの信頼性や運動性能などは現行の正式型よりも勝っている。
刀のM56は発射された実弾を真っ二つにし、DM M56が最高速で起動中であればレーザー光線も切り落とす事ができると宣伝された。実際は実弾は切れるものの、レーザー光線を切ることは出来ず、刀身でレーザーを跳ね返すに留まっている。しかし、レーザー砲の発射に対応する事ができるには高度なコンピュータによる制御がなくては達成できなかった。
OCTA ORCA DM等による事故や政治的な不祥事が続き、イメージアップを検討されたうちの一つの案としてOCTA ORCA DM自身によるプロモーションが企画された、そのうちの一つである。
刀を持ったロボットを描きたかったから作った。そのために殺陣師をやっている友人に刀のことを聞いたりしてみたが、前提になる聞くための知識すらないことがその時に分かり、改めて調べてみると刀も時代や状況によってずいぶんと違い、実践と加工技術の向上で最初と別物くらいに変わっている。この違いをずっと種類だと思っていました。考え方としてはバージョン違いとしたら理解がしやすいかと思いましたよ。
次回は一回お休みして違う件を書きます。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/第56号の編集後記でございます。
弾射音/いつも不参加でごめんなさい。最近はなるべくフェイスブックを見るようにしてます。
murbo/参加できるときで全然問題ないですよ。
弾射音/このところ仕事が少し減っていて、暇なときに新作を書くようにしています。しかし、なかなか完成できません。原稿用紙に一枚くらいの超ショートショートがいくつかありますが、どうでしょうか。
murbo/あ、それはもう、できるだけ公開したほうが良いのではないかと思います。
古川モトイ(以下、古川)/私もそう思います。
弾射音/では、後で送りますね。これについては、渡邊さんの作品に感服してます。原稿用紙一枚では、ほとんどストーリーが作れないんですよ。そこにしっかりとストーリー性を持たせるのは至難の業。見習いたいと思います。
murbo/長いほうが作りやすいですか?
弾射音/長い方が書きやすいのですが、超ショートショートを書きたいという欲望が出てくるんですよ。職人技を極めたいというような。
murbo/やっぱり小説家だなあ。
弾射音/いえいえ。ただのアマチュアです。
murbo/いえいえ、大野さんは作家ですよ。最近作家とか作品とか考えるようになりまして、僕は全然作家の発想をしていなかったので、勉強になりますよ。
今回は締め切りすぎちゃってすいませんでした。色々立て込みまして申し訳ない。
murbo/僕も立て込んでるはずなのに、比較的時間のやりくりが出来たようで余裕はなくとも作業できましたので、古川さんの飛び込み原稿があっても大丈夫でしたよ。
弾射音/できているものから順次送りますね。
murbo/はーい!お待ちしています!
古川/新しいコンテンツ来ますね
murbo/ええ、ゲラ読みが意外と文章力つくみたいで昔より文を書くことが気にならなくなりました。小説を読むのは大切ですね。
弾射音/もうすぐ還暦なので、後どれくらい自分がいきられるか、つい計算してしまいます。死ぬまでにどれくらい本が読めるか、心配になるのですが、最近、わりと早く読めるようになってきました。若いときに読まなかった古典的名作を読みたいと思っています。
murbo/健康年齢を考えると本を読むだけでもどうなるのか気になりますね。体力もそうですが、意外と読む意欲とか自然と弱くなっていったら自分でも気がつかないのではと思います。
創作意欲だけは強く持てたら良いですね。
弾射音/意欲だけはあるのですが、筆がついていけません。
古川/一番難しい問題ですね
murbo/カジュアルに文章が書ける道具や環境はたまに考えています。
音声入力も断片を書き留めるのにいいのじゃないかと。
古川/私は紙copiライトというテキストツール使ってます。
murbo/ローカルで使うgoogle keepみたいでいいですね。
僕はiPadのメモ帳にソフトキーボードでタイプか音声入力して、google keepに貼り付けてパソコンのテキストエディタでまとめています。
絵や映像とは違い、小説などは納品はプレーンテキストなので、制作過程は完成品から全く見えないから、たまには各道具について書いてみるのもいいかなと思いました。
今回もほぼ予定通り配布できそうです。ありがとうございます。
また次回もがんばりましょうー。
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